
ＶＧ槻輪だより 会報第84号                                        １ 

会

員

だ

よ

り 

 

 

                                 
 

平
成
２３
年
９
月
１５
日
（
木
） 

天
候 

晴
れ  

集
合
場
所 

京
阪
樟
葉
駅 

順
路 
京
阪
樟
葉
駅
→
安
養
寺

→
市
民
の
森
公
園
→
交
野
天
神

社
・
樟
葉
宮
跡
の
杜
（
継
体
天

皇
即
位
伝
承
地
）
→
和
気
神
社

と
足
立
寺
史
跡
公
園
→
砲
台
場

跡 

→
久
修
園
院
→
解
散
→
樟

葉
京
街
道
→
京
阪
橋
本
駅or

京
阪
樟
葉
駅   

①
枚
方
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
柿
崎
む
つ
枝
さ
ん
に
ガ

イ
ド
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
暑

い
と
こ
ろ
何
度
も
下
見
調
査
も

し
て
頂
き
本
当
に
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

②
久
修
園
院
で
は
、
奥
さ
ん
に

丁
寧
な
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。 

 
 

本
当
に
有
り
難
う
御
座
い

ま
し
た
。 

 

樟
葉
は
京
阪
電
鉄
が
沿
線
開

発
を
重
点
的
に
行
っ
て
き
た
土

地
で
あ
り
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

や
住
宅
が
建
ち
並
び
、
く
ず
は

モ
ー
ル
な
ど
商
業
施
設
も
充
実

し
、
お
シ
ャ
レ
な
町
に
な
っ
て

い
ま
す
。住
所
名
と
し
て
は「
楠

葉
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
か
ら 

千
五
百
年
前
の 

五
百
七
年
に
河
内
国
樟
葉
の

「

樟

葉

宮
」
に
お

い

て

第 

２６

代
継

体

天

皇

が
即
位
さ
れ
ま
し
た
。 

「
樟
葉
宮
」
は
五
百
十
一
年
十

月
に
山
背
国
（
や
ま
し
ろ
の
く

に
）
筒
城
（
つ
つ
き
）（
京
田
辺
）

に
宮
を
移
す
ま
で
の
約
５
年
間
、

継
体
天
皇
の
都
で
し
た
。 

 

「
楠
葉
」
は
丹
波
か
ら
流
れ

て
く
る
「
桂
川
」、
琵
琶
湖
か
ら

流
れ
て
く
る
「
宇
治
川
」、
大
和

か
ら
流
れ
て
く
る
「
木
津
川
」

の
３
つ
の
川
が
合
流
し
て
「
淀

川
」
と
な
っ
て
瀬
戸
内
海
へ
と

続
く
重
要
な
地
点
に
あ
り
ま
す
。 

「
古
事
記
」
に
よ
る
と
「
久
須

波
（
く
す
は
）」
と
い
い
、「
建

波
邇
安
王
（
た
け
は
に
や
す
の

み
こ
）
の
軍
が
敗
走
し
て
川
の

渡
り
に
殺
到
し
た
時
、
敗
走
兵

は
糞
が
出
て
袴
に
付
い
た
状
態

だ
っ
た
」
と
い
う
事
か
ら
「
く

そ
ば
か
ま
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ

が
訛
っ
て
「
く
す
は
」
に
な
っ

た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。（
日
本

書
紀
に
も
同
様
の
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
）
こ
の
事
か
ら
古
く

か
ら
川
の
渡
場
が
あ
り
、「
久
須

波
の
渡
り
」
と
言
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
近
く
の

河
川
の
草
地
で
は
「
牧
場
」
が

設
け
ら
れ
て
い
て
「
馬
」
を
飼

い
、「
楠
葉
津
」
に
は
多
く
の

「
船
」
が
出
入
り
し
て
い
た
よ

う
で
す
。
古
代
に
お
い
て
「
河

川
」
は
重
要
な
「
物
流
」
と
「
情

報
」・「
軍
事
」
の
幹
線
で
あ
り
、

こ
れ
を
支
配
す
る
こ
と
で

「
物
」
や
「
文
化
」
お
よ
び
「
情

報
」
を
い
ち
早
く
得
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
古
代
道

「
山
陽
道
」
沿
い
に
も
あ
た
り
、

陸
上
か
ら
も
素
早
く
九
州
へ

行
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

因
み
に
「
都
」
か
ら
「
九
州 

太

宰
府
」
へ
向
か
う
古
代
官
道

「
山
陽
道
」
は
非
常
に
重
要
視

さ
れ
、
官
道
の
中
で
唯
一
「
大

路
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
様

に
「
樟
葉
」
は
交
通
の
要
衝
で

あ
り
、
軍
事
上
も
重
要
な
拠
点

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 
 
 
 

Ｓ
・
Ｏ 

（
槻
輪
Ｈ
Ｐ
に
詳
し
く
載
っ

て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
） 

   
【
日
本
三
荒
神
へ
参
拝
】 

か
ま
ど
（
台
所
）
の
神
様
と
し

て
知
ら
れ
ま
す
日
本
三
大
荒

神
へ
お
参
り
し
て
き
ま
し
た
。 

（
１
）
清
荒
神
（
き
よ
し
こ
う

じ
ん
）：
宝
塚
市 

（
２
）
笠
山
三
宝
荒
神
（
か
さ

や
ま
こ
う
じ
ん
）：
奈
良
県
桜

井
市 

（
３
）
立
里
荒
神
（
た
て
り
こ

う
じ
ん
）：
高
野
山
の
ち
か
く

（
吉
野
郡
野
迫
川
村
） 

台
風
１２
号
の
来
襲
ま
え
に
参

拝
し
た
の
で
、
お
山
は
静
か
で

し
た
。 

 
 
 
 
 

[

立
里
荒
神
（
た
て
り
）]  

鎮
座
地
：
奈
良
県
吉
野
郡
野
迫

川
村
池
津
川
荒
神
岳
３
４
７ 

 

御
祭
神
：
火
産
霊
神
、
誉
田

別
命
（
応
仁
天
皇
） 

 

摂
社
（
五
社
神
社
）：
天
照

大
神
、
大
山
祇
命
（
お
お
や
ま

ず
み
の
み
こ
と
）
保
食
命
（
う

け
も
ち
の
か
み
）、
市
き
島
姫

命
、
す
さ
の
う
の
み
こ
と 

 

弘
法
大
師
が
高
野
山
を
開

く
に
あ
た
っ
て
、
伽
藍
繁
昌
密

教
守
護
の
た
め
、
板
に
三
宝
荒

神
を
描
い
て
古
荒
神
の
地
に

祀
る

と
と

も
に
、

壇
上

の
鬼

門
に

も
荒

神
を
勧
請
し
て
高
野
山
の
大

伽
藍
が
成
っ
た
と
言
う
。 

 
 
 
 
 
 
 

Ｔ
・
Ｎ 

 

楽
し
い
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク 

 

国
内
１
～
２
泊
旅
行
用
に
作

り
ま
し
た
。 

横
巾
３５
セ
ン
チ
、
縦
２１
セ
ン

チ
、マ
チ
巾
底
辺 

１２
セ
ン
チ
、

上
辺
１０
セ
ン
チ
持
ち
手
は
長

持
ち
す
る
よ
う
に
が
っ
ち
り

革
製
品
を
付
け
ま
し
た
。 

平
均
2.3
セ
ン
チ
巾
の
布
を
各

辺
の
長
さ
に
な
る
よ
う
に
、

ラ
ン
ダ
ム
に
繋
ぎ
あ
わ
せ

て
お
き
ま
し
た
。 

色
あ
わ
せ
を
考
え
な
が
ら

段
々
に
並
べ
、順
番
の
付
箋

を
は
り
つ
け
順
々
に
縫
い

合
わ
せ
ま
す
。 

キ
ル
ト
芯
と
裏
地
と
計
３

枚
を
表
か
ら
キ
ル
テ
ィ
ン

グ
し
ま
す
。内
ポ
ケ
ッ
ト
を

付
け
ま
す
。バ
ッ
グ
の
縁
取

り
を
茶
の
無
地
で
押
さ
え

る
た
め
に
、バ
イ
ヤ
ス
を
工

夫
し
ま
し
た
。そ
の
頃
に
見

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
丸
み

を
持
つ
バ
イ
ヤ
ス
の
手
作

り
。硬
く
て
伸
び
な
い
木
綿

ひ
も
を
バ
イ
ヤ
ス
で
く
る

み
ま
し
た
が
、一
番
苦
心
し

た
こ
と
で
し
た
。 

軽
く
て
融
通
が
き
く
の
で

沢
山
の
物
が
入
り
ま
す
が
、

一
つ
困
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
！
こ
れ
を
持
つ
時
は

リ
バ
テ
ィ
プ
リ
ン
ト
の
洋

服
が
着
ら
れ
な
い
こ

と
・
・
・
。   

Ｋ
・
Ｎ 
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11月度行事予定 

" 吉志部の古い集落と紫金山を訪ねる "： 岸部 

月 日：２０１１年１１月１６日（水日曜日）  

集 合 場 所：ＪＲ岸辺駅 改札出 12：30 集合・出発 

順 路：ＪＲ岸辺駅→旧岸部東村のまちなみと大光寺→旧中西家住

宅→七尾瓦窯跡→吉志部神社→紫金山公園→吹田市立博物館

→ＪＲ岸辺駅 

そ の 他：１）一般の方の参加も歓迎です。 

２）小雨決行です。（中止の場合は別途連絡します） 

３）市立博物館入場料が必要です。 

 

１０月度行事予定 
“第7回たかつきＮＰＯ協働フェスタ2011” 

1. 開催日時・・ ２０１１年１０月１５日（土） 

2. メイン会場・・・ 高槻市生涯学習センター1階  展示ホール 

3.テーマ・・・「かかわろう★NPO新時代」 

5.催しの概要 

① 展示ホール・・・「見本市エリア」・「ステージ＆体験エリア」に分けて開催。 

② 市役所周辺・・・ふれあい広場、フリーマーケット(たかつきの秋の市と共同開催) 

※ＶＧ槻輪は［見本市エリア］で展示、フリーマーケットで出店。 
 

ＶＧ 

 

わ
が
ま
ち
紹
介 

" 

木
々
の
間
に
樟
葉
の
杜
の
風 " 

樟
葉 


